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第
13
回

東
本
願
寺
門
前
と
正
面
橋
界
隈

■

万
年
寺
・
紅
梅
天
神
の
謎

本
シ
リ
ー
ズ
第
1
〜
12
回
で
、
下
京
区
の
堀
川
以
東
、
六
条
通
以
北
の

地
域
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
六
条
通
の
一
つ
南
の
通
り
は
、
花
屋
町
通
。
今
回

は
、
下
京
区
で
、
西
は
烏
丸
通
、
東
は
鴨
川
、
北
は
花
屋
町
通
（
あ
る
い
は

上
ノ
口
通
）、
南
は
七
条
通
に
挟
ま
れ
た
区
域
（
下
京
区
の
一
部
）
を
歩
く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
河
原
町
通
の
西
側
か
ら
。
今
回
の
最
初
は
、
久
し
ぶ
り
に
、
和
菓

子
屋
。
第
12
回
の
最
後
の
町
名
看
板
「
河
原
町
通
上
ノ
口
上
ル
本
塩
竃
町
」

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
河
原
町
通
を
南
に
下
が
っ
て
、
右
折
。
上
ノ
口
通
を

す
こ
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、
和
菓
子
屋
　み
や
こ
や

都
屋　
（
上
ノ
口
通
富
小
路
東
入
ル
唐

物
町
）
が
あ
り
ま
す
。
名
物
は
、
京
風
そ
ば
餅
「
都
萬
寿
」。
漉
し
餡
、
白

餡
、
粒
餡
の
焼
餅
。
も
ち
ろ
ん
、
お
は
ぎ
、
桜
餅
な
ど
定
番
の
和
菓
子
も
。

富
小
路
通
に
出
て
北
上
す
る
と
、
浄
土
宗
万
年
寺
（
富
小
路
通
に
西
面
）

に
出
ま
す
。
第
12
回
で
（
新
）
六
条
通
を
通
過
し
た
と
き
に
、
そ
の
北
塀

に
沿
っ
て
歩
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。『
都
名
所
図

会
』
巻
之
二
で
は
、「
　ま
ん
ね
ん
じ

萬
年
寺　
の
天
　ま満　
　ぐ
う宮　
」
の
項
が
あ
り
、「
長
講
堂
の
南
に

あ
り
、
初
め
は
、
　あ
い間　
之
町
万
年
寺
通
の
南
に
あ
り
し
と
な
り
。
　き
う舊　
地
に
　こ
う
ば
い

紅
梅　

の
古
木
存
せ
り
。」
と
あ
り
ま
す
。

『
京
都
市
の
地
名
』
に
は
『
京
都
坊
目
誌
』
を
引
用
し
て
、
万
年
寺
の
旧

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
東
本
願
寺
門
前
）

地
に
つ
い
て
「
或
は
云
今
云
万
年
寺
通
烏
丸
の
辺
に
あ
り
と
」
と
載
せ
て
い

ま
す
。
現
在
地
へ
は
、
天
正
十
九
年
〔
一
五
九
一
年
〕
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改

造
の
と
き
に
移
動
。
天
明
の
大
火
、
ど
ん
ど
ん
焼
の
と
き
に
類
焼
。
そ
れ
以

後
に
再
建
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
万
年
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
、

源
義
経
の
念
持
仏
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
記
載
の
天
満
宮
は
、『
京
都
市
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、

　こ
う
ば
い
て
ん
じ
ん

紅
梅
天
神　
と
呼
ば
れ
る
祠
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
詳
細
は
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万
年
寺
山
門
と
万
年
寺
本
堂

わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
あ
た
り
の
古
図
が
、
石
田
孝
喜
『
京
都
高
瀬
川—

角

倉
了
以
・
素
庵
の
遺
産—

』、
思
文
閣
出
版
〔
二
〇
〇
五
〕
の
図
83
（
枳
殻

邸
水
路
図
、
岡
島
文
書
写
・
部
分
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

枳
殻
邸
水
路
図
は
示
唆
に
富
ん
だ
図
で
す
（
た
と
え
ば
、
藍
染
川
が
間
之
町

通
と
東
洞
院
通
の
間
を
流
れ
て
い
る
こ
と
、
内
浜
の
概
略
が
わ
か
る
こ
と
な

ど
）。
こ
の
図
で
は
、
万
年
寺
通
（
現
在
の
花
屋
町
通
）
が
富
小
路
通
に
突

き
当
た
っ
た
東
側
（
万
年
寺
の
南
）
に
、
天
満
宮
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
な

お
、
こ
の
図
で
は
、
新
六
条
通
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
）。
万
年
寺
本
堂
前

の
庭
（
写
真
の
右
手
）
に
、
立
派
な
鳥
居
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、

も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
が
紅
梅
天
神
の
名
残
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
紅
梅
天
神

は
、
洛
陽
天
満
宮
二
五
社
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
早
、
こ
れ
以
上

は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

万
年
寺
の
門
前
か
ら
、
東
に
延
び
る
通
り
は
、
か
っ
て
は
万
年
寺
通
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
六
条
通
の
北
ま
で
、
東
本
願
寺
の
掘

で
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
万
年
寺
通
は
、
そ
の
堀
の
内
側
（
寺
内
）
を
通
っ

て
、
新
町
通
ま
で
達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
通
り
は
、
現
在
、
花
屋
町
通
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
六
条
院
小
学
校
の
北
側
、
　わ
か
ま
つ

稚
松　
公
園
に
沿
っ

て
歩
き
ま
す
と
、
す
ぐ
に
、
町
名
看
板
「
花
屋
町
通
高
倉
東
入
升
屋
町
」
1©

が
見
つ
か
り
ま
す
。

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　た
か
く
ら

高
倉　
　
ひ
が
し
い
る

東
入　

　ま
す
や
ち
ょ
う

升
屋
町　
1©

■

少
子
化
の
波—

六
条
院
小
学
校
の
名
前
が
消
え
る

こ
の
六
条
院
小
学
校
は
、
か
っ
て
の
　わ
か
ま
つ

稚
松　
小
学
校
で
す
。
少
子
化
の
波
を

受
け
て
、
菊
浜
小
学
校
（
第
12
回
で
説
明
し
た
「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京

都
」
の
場
所
に
あ
っ
た
小
学
校
）
と
稚
松
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
、
一
九
九

二
年
〔
平
成
四
年
〕
に
六
条
院
小
学
校
と
し
て
、
開
校
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
少
子
化
の
波
は
お
さ
ま
ら
ず
、
六
条
院
小
学
校
、
植
柳
小
学
校
、
崇

仁
小
学
校
の
三
校
を
さ
ら
に
統
合
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
「
下
京
　
し
ょ
う
せ
い

渉
成　
小
学

校
」
が
開
校
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
校
名
は
、
枳
穀
邸
渉
成
園
に
由

来
し
、
校
地
は
、
枳
穀
邸
の
南
、
元
の
皆
山
中
学
校
の
跡
地
。
元
皆
山
中
学
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校
も
、
下
京
中
学
校
に
統
合
廃
止
さ
れ
て
い
て
（
第
6
回
参
照
）、
時
代
の

流
れ
と
は
い
え
、
少
子
化
は
、
ど
こ
ま
で
い
っ
た
ら
下
げ
止
ま
る
の
で
し
ょ

う
か
。「
六
条
院
小
学
校
」
の
名
称
は
、
源
融
の
河
原
院
の
時
代
を
し
の
ぶ

よ
す
が
と
な
り
、
し
か
も
源
氏
物
語
に
も
典
拠
を
も
つ
の
で
、
よ
い
命
名
だ

と
お
も
い
ま
す
が
、
二
十
年
足
ら
ず
で
消
え
去
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
す
こ
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
六
条
院
公
園
と
し
て
「
六
条
院
」
が

残
っ
て
い
る
の
が
救
い
で
す
。「
稚
松
」
の
名
も
、
と
り
あ
え
ず
、
児
童
公

園
の
名
称
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

一
地
点
に
四
枚
の
町
名
看
板

高
倉
花
屋
町
の
四
辻
を
西
に
歩
く
と
、
さ
ら
に
四
枚
の
町
名
看
板
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
北
側
に
二
枚
。「
花
屋
町
通
高
倉
西
入
升
屋
町
」
2©
と
「
花
屋

町
通
間
ノ
町
東
入
夷
之
町
」
3©
。
二
枚
の
町
名
看
板
2©
と
3©
を
写
真
に
収

め
て
、
振
り
返
っ
て
南
を
向
く
と
、
な
ん
と
そ
こ
に
も
、
二
枚
の
町
名
看

板
。「
花
屋
町
通
間
ノ
町
東
入
天
神
町
」
4©
と
「
花
屋
町
通
高
倉
西
入
若
松

町
」
5©
。

看
板
2©
〜
5©
の
町
名
が
、
四
枚
と
も
異
な
る
こ
と
に
注
意
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ら
の
四
枚
の
町
名
看
板
に
囲
ま
れ
て
立
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
点
が
、

升
屋
町
、
夷
之
町
、
天
神
町
、
若
松
町
の
接
点
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
升
屋

町
（
町
名
看
板
1©
の
町
名
が
、
2©
と
同
じ
く
「
升
屋
町
」
で
あ
る
こ
と
に

注
意
）
と
若
松
町
の
一
組
は
、
高
倉
通
の
両
側
町
で
、
花
屋
町
通
を
境
界
に

し
て
南
北
に
隣
り
合
っ
て
い
る
こ
と
。
夷
之
町
と
天
神
町
（
町
名
看
板
6©
の

町
名
が
、
4©
と
同
じ
く
「
天
神
町
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
の
も
う
一
組

は
、
間
之
町
通
の
両
側
町
で
、
花
屋
町
通
を
境
界
に
し
て
南
北
に
隣
り
合
っ

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　た
か
く
ら

高
倉　
　に
し
い
る

西
入　

　ま
す
や
ち
ょ
う

升
屋
町　
2©

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　あ
い
の
ま
ち

間
ノ
町　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　え
び
す
の
ち
ょ
う

夷
之
町　
3©

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　あ
い
の
ま
ち

間
ノ
町　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

天
神
町　
4©

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　た
か
く
ら

高
倉　
　に
し
い
る

西
入　

　わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

若
松
町　
5©
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て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
組
が
東
西
に
隣
り
合
っ
て
い
る
こ

と
。
そ
の
結
果
が
、
こ
の
四
枚
の
町
名
看
板
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。「
京
都
の
町
名
の
多
く
が
両
側
町
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
向
こ

う
二
軒
と
隣
が
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
町
内
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
特
殊
例

の
一
つ
で
す
が
、
仁
丹
の
町
名
看
板
に
反
映
さ
れ
て
、
視
覚
化
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
ち
な
み
に
、
六
条
院
小
学
校
の
旧
名
の
「
　わ
か
ま
つ

稚
松　
」

は
、
そ
の
所
在
地
、
若
松
町
の
「
若
松
」
を
雅
名
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

京
都
の
町
名
の
多
く
が
両
側
町
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
町
名
を

幾
通
り
に
も
あ
ら
わ
せ
る
と
い
う
融
通
無
碍
な
（
一
方
で
は
煩
雑
な
）
結
果

に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
上
述
の
　
え
び
す
の
ち
ょ
う

夷
之
町　
は
、「
間
之
町
通
五
条
下
ル
三

丁
目
」、「
間
之
町
通
花
屋
町
上
ル
」、「
間
之
町
通
六
条
上
ル
」、「
花
屋
町
通

間
之
町
西
入
ル
」、「
花
屋
町
通
間
之
町
東
入
ル
」、「
花
屋
町
通
東
洞
院
東
入

ル
」、「
六
条
通
間
之
町
西
入
ル
」、「
六
条
通
間
之
町
東
入
ル
」、「
六
条
通
東

洞
院
東
入
ル
」
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
間
之
町
通
六
条
上
ル
」
の
「
六

条
」
は
新
六
条
通
で
す
。
仁
丹
の
町
名
看
板
が
設
置
さ
れ
た
時
点
で
は
、
旧

六
条
通
の
み
で
、
新
六
条
通
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
多
分

「
間
之
町
通
六
条
下
ル
」
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

四
枚
の
看
板
2©
〜
5©
が
あ
る
地
点
か
ら
、
花
屋
町
通
を
さ
ら
に
西
へ
。

間
之
町
通
と
の
四
辻
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
、
町
名
看
板
「
花
屋
町
通
間
ノ
町

西
入
天
神
町
」
6©
。
看
板
4©
の
「
東
入
」
を
「
西
入
」
に
入
れ
換
え
た
住

所
で
す
。
町
名
は
同
じ
天
神
町
。
町
内
に
「
文
子
天
満
宮
」
が
鎮
座
し
て
い

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　は
な
や
ち
ょ
う
ど
お
り

花
屋
町
通　

　あ
い
の
ま
ち

間
ノ
町　
　に
し
い
る

西
入　

　て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

天
神
町　
6©

■

文
子
天
満
宮

町
名
看
板
4©
と
6©
の
天
神
町
は
、
　あ
い
の
ま
ち

間
之
町　
通
の
両
側
町
。
町
名
の
由
来

に
な
っ
た
「
　あ
や
こ

文
子　
天
満
宮
」（
間
之
町
通
花
屋
町
下
ル
天
神
町
）
は
、
間
之

町
花
屋
町
の
四
辻
か
ら
南
に
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
創
建
の
時
期

は
不
詳
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
4
回
参
照
）。
祭
神
は
、
菅
原
道
真
。
天
明
の
大

火
、
安
政
の
大
火
、
元
治
の
大
火
（
ど
ん
ど
ん
焼
）
で
類
焼
。
現
在
の
建
物

は
、
大
正
七
年
〔
一
九
一
八
年
〕
の
建
立
。

社
伝
に
よ
れ
ば
、
　た
じ
ひ
の

多
治
比　
　あ
や
こ

文
子　
（
道
真
の
乳
母
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
年
齢

の
点
で
辻
褄
が
あ
わ
な
い
）
が
、
天
慶
五
年
〔
九
四
二
年
〕
に
、「
北
野
の
左

近
馬
場
に
祠
を
建
て
よ
」
と
い
う
神
託
を
受
け
て
、
と
り
あ
え
ず
西
京
（
右

京
）
七
条
二
坊
十
三
町
の
自
宅
に
祠
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
祠
を
北
野
に
移
し
て
、
天
暦
元
年
〔
九
四
七
年
〕
に
北
野
天
満
宮

が
造
営
さ
れ
、
文
子
の
住
居
跡
は
、
文
子
天
満
宮
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
子
天
満
宮
が
、
右
京
七
条
二
坊
か
ら
、
現
在
の
地
へ
移
っ

た
の
は
い
つ
か
。
こ
れ
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。『
京
都
市
の
地
名
』
で
は
、

寛
永
十
四
年
〔
一
六
三
七
年
〕
洛
中
絵
図
に
「
天
神
町
」
が
載
っ
て
い
る
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文
子
天
満
宮

の
で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
、
文
子
天
満
宮
が
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と

し
て
い
ま
す
。
境
内
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
東
本
願
寺
の
創
建
時
に
、
こ

の
あ
た
り
が
寺
領
地
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
際
、
例
外
的
に
寺
内
で
の
存

続
が
認
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
東
本
願
寺
第
二
世
宣
如
上
人
〔
一
六
〇
四

〜
一
六
五
八
〕
が
奉
納
し
た
自
筆
の
神
号
と
名
号
が
現
存
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
で
多
用
し
て
い
る
『
都
名
所
図
会
』
と

『
拾
遺
名
所
図
会
』
に
は
、「
文
子
天
満
宮
」
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
上
述
の
枳
殻
邸
水
路
図
に
は
、
藍
染
川
と
間
之
町
通
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
文
子
天
満
宮
の
位
置
に
は
な
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
同

じ
図
に
は
、
万
年
寺
の
天
満
宮
の
位
置
に
鳥
居
の
印
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
単
に
記
載
も
れ
な
の
か
、
も
う
少
し
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、「
万
年
寺
の
天
満
宮
」
の
説
明
（『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
）
で
、「
万

年
寺
の
旧
地
（
　あ
い間　
之
町
万
年
寺
通
の
南
）
に
紅
梅
の
古
木
が
あ
る
」
と
記
載

し
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の
旧
地
と
い
う
の
が
、
ち
ょ
う
ど
現

在
の
文
子
天
満
宮
の
位
置
に
な
り
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
関
係
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
い
で
で
す
か
ら
、「
右
京
七
条
二
坊
十
三
町
」
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
城
京
の
右
京
七
条
二
坊
は
、
北
を
六
条
大
路
、
南
を
七
条
大
路
、
東
を
西

大
宮
大
路
（
今
の
御
前
通
）、
西
を
　さ

い

道
祖　
大
路
（
今
の
佐
井
通
あ
る
い
は
春

日
通
）
で
囲
ま
れ
た
地
域
。
十
三
町
は
、
佐
井
七
条
の
東
北
の
一
画
（
二
坊

で
い
う
と
西
南
の
一
町
。
今
の
西
七
条
北
月
読
町
・
西
七
条
北
衣
田
町
の
一

部
）
に
あ
た
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
十
三
町
の
東
、
右
京
七
条
二
坊
の
三
町

〜
六
町
（
御
前
七
条
の
西
北
の
四
町
）
を
　
に
し
の
い
ち

西
市　
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
御
前
七
条
の
付
近
は
、
七
条
新
千
本
か
ら
七
条
通
に
沿
っ
て
延

び
る
七
条
商
店
街
の
西
の
は
ず
れ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
に
天
満
宮
は

な
い
か
と
探
し
た
ら
、
　つ
な
し
き

綱
敷　
　ゆ
き
え

行
衛　
天
満
宮
（
七
条
通
御
前
上
ル
西
七
条
北
東

野
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
松
尾
大
社
の
境
外
末
社
で
、
こ
こ
に
も
、
多
治
比

文
子
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
よ
り
も
ず
っ
と
北
に
な
り
ま
す
が
、「
文
子
天
満
宮
旧
址
」
の
碑
と

　
や
し
ろ社　
が
上
京
区
天
神
通
妙
心
寺
道
上
ル
北
町
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
あ
っ
た
文

子
天
満
宮
は
、
明
治
六
年
〔
一
八
七
三
年
〕
に
北
野
天
満
宮
境
内
に
遷
座
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し
、
末
社
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
の
あ
る
旧
地
は
、
文
子
天
神

宮
御
旅
所
と
な
っ
て
お
り
、
文
子
天
満
宮
祭
の
と
き
（
四
月
第
三
日
曜
日
）

に
は
、
北
野
天
満
宮
（
正
確
に
は
末
社
の
文
子
天
満
宮
）
か
ら
神
輿
が
渡
御

し
ま
す
。
こ
の
付
近
は
、
北
野
天
満
宮
の
神
人
が
多
く
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、「
　
そ
う
の
い
ち

惣
市　
」
と
呼
ば
れ
る
巫
女
集
団
が
あ
り
、

文
子
の
後
裔
と
し
て
祭
祀
と
託
宣
を
業
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

「
　
そ
う
の
い
ち

惣
市　
」
あ
る
い
は
「
　そ
う
の
い
ち

惣
之
市　
」
は
、
九
州
福
岡
県
太
宰
府
天
満
宮
に
も

伝
承
が
あ
り
、
現
在
も
そ
の
末
裔
が
、
舞
を
奉
納
す
る
し
き
た
り
に
な
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
間
之
町
通
花
屋
町
下
ル
天
神
町
の
文

子
天
満
宮
も
、「
　
そ
う
の
い
ち

惣
市　
」
の
巫
女
集
団
に
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
、
わ
た
し
の
憶
測
で
す
。

■

枳
穀
邸
渉
成
園

文
子
天
満
宮
か
ら
南
に
歩
い
て
一
筋
目
の
東
西
の
通
り
は
、
　き
こ
く
て
い

枳
穀
邸　
（
正

式
名
は
、
　
し
ょ
う
せ
い
え
ん

渉
成
園　
）
の
北
塀
に
沿
っ
て
お
り
、
　か
み
き
こ
く
の

上
枳
穀　
　ば
ん
ば
ど
お
り

馬
場
通　
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
同
じ
通
り
が
、
間
之
町
通
か
ら
西
で
は
、
　か
み
じ
ゅ
ず
や
ま
ち
ど
お
り

上
珠
数
屋
町
通　
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
こ
の
通
り
に
は
、
明
治
の
昔
、
京
都
電
気
鉄
道
の
路
線
が
通
っ

て
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
八
年
の
勧
業
博
覧
会
に
あ
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
、
京
都
駅
か
ら
間
之
町
通
を
北
上
し
て
、
枳
穀
邸
の
西
北
角
で
、
東
に

折
れ
て
、
上
枳
穀
馬
場
通
を
通
り
、
木
屋
町
通
を
二
条
ま
で
北
上
、
岡
崎
の

博
覧
会
会
場
に
至
る
路
線
で
す
。

上
枳
穀
馬
場
通
と
間
之
町
通
の
十
字
路
の
東
北
の
か
ど
に
は
、
内
藤
傘
提

灯
店
。
ち
ょ
う
ど
折
り
よ
く
、
出
来
上
が
っ
た
提
灯
を
店
頭
に
干
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
写
真
に
撮
り
ま
し
た
。

内
藤
傘
提
灯
店

　か
み
き
こ
く
の
ば
ん
ば
ど
お
り

上
枳
穀
馬
場
通　

　あ
い
の
ま
ち

間
ノ
町　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

天
神
町　
7©



177 ■ 枳穀邸渉成園

内
藤
傘
提
灯
店
の
二
階
左
端
に
、
町
名
看
板
が
か
す
か
に
写
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
か
？

拡
大
す
る
と
、「
上
枳
穀
馬
場
通
間
ノ
町
東
入
天

神
町
」
7©
と
読
め
ま
す
。

こ
の
四
辻
か
ら
す
ぐ
南
に
、
　
し
ょ
う
せ
い
え
ん

渉
成
園　
（
下
珠
数
屋
町
通
間
之
町
東
入
ル
東

玉
水
町
）
の
西
門
が
開
い
て
い
ま
す
。
東
本
願
寺
の
境
内
飛
地
で
、
周
囲
に

　き
こ
く

枳
穀　
（
か
ら
た
ち
）
が
植
え
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
　き
こ
く
て
い

枳
穀
邸　
と
呼
ば
れ
、
こ

ち
ら
の
名
称
の
ほ
う
が
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
の
一
辺

が
百
間
（
約
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
は
、
百
間

屋
敷
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
は
、
宣
如
の
求
め
に
応
じ
て
、
徳

川
家
光
が
寛
永
十
八
年
〔
一
六
四
一
年
〕
に
東
本
願
寺
に
寄
進
。
承
応
二
年

〔
一
六
五
三
年
〕
〜
明
暦
三
年
〔
一
六
五
七
年
〕
の
間
に
庭
園
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

枳
穀
邸
は
、
い
わ
ゆ
る
観
光
寺
院
で
は
な
い
の
で
、
拝
観
料
は
徴
収
し
ま

せ
ん
が
、
入
口
で
、
若
干
の
志
納
。
五
百
円
以
上
だ
と
、
立
派
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
も
ら
え
ま
す
。
庭
は
、
石
川
丈
山
の
作
庭
と
伝
え
ら
れ
る
池
泉
回
遊
式

庭
園
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
見
所
は
、
＊
　て
き
す
い
け
ん

滴
翠
軒　
、
＊
　ぼ
う
か
か
く

傍
花
閣　
、
＊

　い
ん
げ
つ
ち

印
月
池　
、
＊
　
し
ん
せ
つ
き
ょ
う

侵
雪
橋　
、
＊
　
し
ゅ
く
え
ん
て
い

縮
遠
亭　
、
＊
　し
と
う
が
ん

紫
藤
岸　
、
＊
　そ
う
ち
ん
き
ょ

漱
枕
居　
、
＊
　か
い
と
う
ろ
う

回
棹
廊　
、

　ろ
う
ふ
う
て
い

門良
風
亭　
、
　お
ん
り
ん
ど
う

園
林
堂　
、
　ろ
あ
ん

蘆
菴　
、
　か
め
い
し
い
ど

亀
石
井
戸　
、
　た
い
り
つ
せ
き

代
笠
席　
、
　り
ん
ち
て
い

臨
池
亭　
、
　た
か
い
し
が
き

高
石
垣　
。
頼

山
陽
〔
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
〕
の
『
渉
成
園
記
』
に
は
、
渉
成
園
十
三
景

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
上
記
の
う
ち
＊
印
を
つ
け
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
山
を
借
景
に
し
て
い
る
の
で
、「
す
ぐ
東
の
市
街
地
を
隠
す
た
め
に
、

背
景
の
木
立
を
具
合
よ
く
剪
定
す
る
作
業
が
大
変
だ
ろ
う
」
と
、
植
木
職
人

の
苦
労
を
つ
い
つ
い
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。
西
南
方
向
は
、
無
粋
に
も
、

京
都
タ
ワ
ー
が
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
隠
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
名
が

枳
穀
邸
（
渉
成
園
）
西
門

知
ら
れ
て
き
た
せ
い
か
、
と
く
に
紅
葉
の
こ
ろ
は
、
景
色
を
独
り
占
め
と
い

う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
都
会
の
中
と
は
思
え
な
い
静
寂
を
味
わ

え
ま
す
。
春
は
、
桜
の
隠
れ
た
名
所
。

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
は
、
　と
う
で
ん

東
殿　
と
し
て
、
鳥
瞰
図
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
引
用
し
ま
す
。
天
明
の
大
火
（
一
七
八
八
年
）
の
と
き
に
は
、
類

焼
を
免
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
頼
山
陽
の
『
渉
成
園
記
』
に
あ
る
渉
成
園
十
三

景
は
、
こ
の
図
に
あ
る
情
景
を
見
て
選
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後

は
、
な
ん
ど
も
火
災
に
あ
っ
て
い
て
、
引
用
し
た
鳥
瞰
図
の
時
代
の
建
物
は
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『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
　と
う
で
ん

東
殿　
（
枳
穀
邸
）
の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

よ
り
引
用
）

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
池
（
　い
ん
げ
つ
ち

印
月
池　
）
や
島
な
ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は

保
た
れ
て
い
て
、
主
だ
っ
た
建
物
は
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
述
の
通
り

で
す
。
池
の
水
源
は
、
江
戸
時
代
に
は
高
瀬
川
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
、
上

述
の
枳
殻
邸
水
路
図
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
シ
リ
ー
ズ
第

12
回
で
紹
介
し
た
船
回
し
場
の
と
こ
ろ
か
ら
取
水
し
て
、
印
月
池
を
潤
し
た

の
ち
、
藍
染
川
と
内
浜
に
排
水
し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
、
琵
琶
湖
疏
水
が

開
通
し
た
と
き
に
、
本
願
寺
専
用
の
防
火
用
水
と
し
て
分
水
管
を
設
置
し
た

の
で
、
そ
の
水
を
流
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
（
現
在
は
地
下
水
も
併
用
）。

こ
こ
で
、
渉
成
園
の
名
前
の
い
わ
れ
。
晋
の
陶
淵
明
〔
三
六
五
〜
四
二

七
〕
が
、
任
地
の
彭
沢
県
令
を
辞
し
て
家
に
帰
る
と
き
に
そ
の
決
意
を
述
べ

た
辞
「
　き
き
ょ
ら
い

帰
去
来　
の
辞
」
か
ら
「
渉
成
」
の
語
句
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
宣

如
の
隠
居
所
と
し
た
と
き
に
は
、
渉
成
園
の
あ
た
り
は
田
畑
だ
っ
た
の
で
、

「
　か
え
り
な
ん
い
ざ

帰
去
来
兮　
」
の
気
持
ち
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
隠
居
所
と
い
っ
て
も
豪
勢
で
す
ね
。
な
に
せ
、
御
土
居
や
高
瀬
川
を
　す挿　

げ
替
え
て
土
地
を
確
保
し
た
の
で
す
か
ら
。
わ
た
し
も
、
昨
年
京
都
か
ら
足

柄
（
神
奈
川
県
）
に
引
っ
込
み
ま
し
た
の
で
、
同
じ
よ
う
な
感
慨
が
あ
り
ま

す
が
、
隠
居
所
と
い
っ
て
も
何
も
か
も
借
景
で
、
貧
乏
人
ゆ
え
に
ス
ケ
ー
ル

が
小
さ
い
の
は
止
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
同
感
の
つ
い
で
に
、
該
当
の

部
分
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
。

　リ
ナ
ン
イ
ザ

帰　
去
来
　　
。
兮　　

　田　
　園　
　ニス将
レ
　
　ぶ
セ
ン
ト。
蕪　
　ゾ胡　
　ル不
レ
　
　ラ

。
帰　
　　　

（
中
略
）

　イ
テ
引
二
　
壷
　ヲ觴
一
　
　テ以　
　ラ自　
　ミ

。
酌　

　み
テ眄

二
　
庭
　ヲ柯
一
　
　テ以　
　バ
シ
ム

怡
レ

　
　ヲ

。
顔　

　よ
リ
テ
倚
二
　
南
　ニ窓
一
　
　テ以　
　き寄　
　ご
う
シ。
傲　

　ニ
ス
審
二
　
　い
ル
ル
容
レ
　
　ヲ膝　
　の之　
　キ
ヲ
易
　一レ　
　
　ン
ジ。
安　

園
　　ゝヽ　ニ
日　
　リ
テ
渉　
　テ以　
　シ成
レ
　
　ヲ

。
趣　

　ハ門　
　モ雖
レ
　
　ク設　
　モ而　
　ニ常　
　と
ざ
セ
リ。
関　

策
　ケ
テ
扶
レ
　
　ヲ老　
　テ以　
流
　シ

。
憩　

　ニ時　
　あ
ゲ
テ
矯
レ
　
　ヲ首　
而
游
　ス

。
観　

　ハ雲　
無
　ニ
シ
テ

心　
　テ以　
　デ出
レ
　
　ヲ

。
岫　

　ハ鳥　
　ン
デ
倦
レ
　
　ブ
コ
ト
ニ

飛　
而
　ル知
レ
　
　ル
コ
ト
ヲ
。
還　

景
　え
い翳　
　ト
シ
テ

翳　
　テ以　
　ニス将
レ
　
　ラ
ン
ト。
入　

　シ
テ
撫
二
　
孤
　ヲ松
一
　
而
盤
　ス

。
桓　

（
後
略
）

『
古
文
真
宝
選
新
解
』〔
星
川
清
孝
、
明
治
書
院
、
一
九
五
六
〕

た
だ
し
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、「
窓
」
は
等
価
な
文
字
に
変
え
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ま
し
た
。
　こ
し
ょ
う

壷
觴　
は
、
酒
つ
ぼ
と
さ
か
ず
き
。
　て
い
か

庭
柯　
は
、
庭
の
木
の
枝
。「
園

　　ゝヽ　ニ
日　
　リ
テ
渉　
　テ以　
　シ成
レ　
　ヲ

。
趣　
」
は
、「
　ゑ
ん園　
　ひ

び

日
　々
に
　わ
た渉　
り
て
、
　も
つ以　
て
　
お
も
む
き
趣　
を
成
し
。」
と
訓
読

し
ま
す
。
こ
の
部
分
が
、「
渉
成
園
」
の
名
前
の
由
来
で
す
。「
　き
ご
う

寄
傲　
」
は
、

気
ま
ま
に
過
ご
す
こ
と
。「
　
し
ゅ
う
岫　
」
は
、
空
の
穴
（
多
分
、
仮
想
的
な
も
の
）。

「
•　孤
松
」
と
あ
る
の
は
、
節
を
曲
げ
な
か
っ
た
淵
明
自
身
の
　こ来　
し
方
を
重
ね

た
感
慨
。
引
用
し
た
部
分
の
大
意
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
あ
、
帰
ろ
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
田
舎
の
土
地
も
荒
れ
果
て
る
。
帰

ら
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

（
中
略)

手
酌
で
ひ
と
り
飲
み
な
が
ら
、
見
事
な
枝
ぶ
り
を
見

て
ほ
く
そ
笑
む
。

南
の
窓
辺
で
だ
ら
し
な
く
、
狭
い
と
い
っ
て
も
膝
を

伸
ば
す
余
地
は
あ
る
。

日
ご
と
　そ
の園　
に
出
れ
ば
よ
い
な
が
め
。
門
は
あ
る
が
閉

じ
た
ま
ま
。

杖
を
た
よ
り
に
よ
ぼ
よ
ぼ
歩
き
。
休
み
休
ん
で
周
り

を
み
ま
わ
す
。

雲
は
無
心
に
湧
き
出
し
て
、

鳥
は
飛
ぶ
の
に
飽
き

て
、
家
路
を
急
ぐ
。

は
や
日
は
　か
げ翳　
り
薄
暗
く
、
そ
れ
で
も
松
を
撫
で
な
が

ら
、
変
わ
ら
ぬ
緑
に
去
り
が
た
い
。

■

仏
具
商
の
町

枳
穀
邸
の
門
前
か
ら
西
に
延
び
る
通
り
は
、
正
面
通
。
こ
こ
で
、
町
名
看
板

「
正
面
通
東
洞
院
西
入
廿
人
講
町
」
8©
が
見
つ
か
り
ま
す
。
現
在
廿
人
講
町

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
西
半
分
は
、
一
七
五
〇
年
頃
に
は
　な
か
じ
ゅ
ず
や
ち
ょ
う

中
珠
数
屋
町　

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
正
面
通
の
こ
の
部
分
は
、
現
在

で
も
　な
か
じ
ゅ
ず
や
ま
ち

中
珠
数
屋
町　
通
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
町
名
看
板
の
あ

る
お
宅
の
隣
は
、
寺
島
念
珠
老
舗
（
正
面
通
烏
丸
東
入
ル
廿
人
講
町
）。
看

板
の
揮
毫
が
堂
々
と
し
て
い
て
、
文
禄
年
間
の
創
業
以
来
四
百
年
の
風
格
が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
こ
の
界
隈
は
、
仏
具
商
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　し
ょ
う
め
ん
ど
お
り

正
面
通　

　
ひ
が
し
の
と
う
い
ん

東
洞
院　
　に
し
い
る

西
入　

　に
じ
ゅ
う
に
ん
こ
う
ち
ょ
う

廿
人
講
町　
8©

中
珠
数
屋
町
通
の
名
前
を
載
せ
る
町
名
看
板
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、「
中
珠
数
屋
町
郵
便
局
」
が
東
洞
院
通
正
面
上
ル
廿
人
講
町
に
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
郵
便
局
は
、
廿
人
講
町
か
ら
平
成
十
一
年
に
上
珠
数
屋
町

に
一
時
移
転
（
仮
設
）。
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、「

•　中
珠
数
屋
町
局
が

•　上
珠
数

屋
町
に
あ
る
の
は
こ
れ
い
か
に
」
と
軽
口
を
た
た
け
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平

成
十
四
年
に
、
ま
た
廿
人
講
町
（
も
と
と
は
別
の
場
所
）
に
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
京
都
は
郵
便
局
が
多
い
。
す
ぐ
近
所
（
不
明
門
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通
六
条
上
ル
仏
具
屋
町
）
に
も
、「
京
都
東
本
願
寺
前
郵
便
局
」
が
あ
り
ま

す
。
中
珠
数
屋
町
郵
便
局
の
北
、
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
の
向
か
い
側
に
京
扇

堂
（
東
洞
院
通
正
面
上
ル
　つ
つ
が
ね

筒
金　
町
）。
天
保
三
年
創
業
の
扇
の
老
舗
。
京
都

伝
統
工
芸
体
験
工
房
に
登
録
し
て
、
扇
子
の
絵
付
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

■

設
置
時
期
が
特
定
で
き
る
町
名
看
板

正
面
通
に
も
ど
っ
て
、
西
へ
向
か
い
ま
す
と
、
東
本
願
寺
（
今
は
正
式
に

は
、
　し
ん
し
ゅ
う
ほ
ん
び
ょ
う

真
宗
本
廟　
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
）
の
前
、
烏
丸
通
に
で
ま
す
。
そ

の
直
前
、
平
安
法
衣
店
の
二
階
部
分
に
、
町
名
看
板
「
正
面
通
不
明
門
東
入

廿
人
講
町
」
9©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　し
ょ
う
め
ん
ど
お
り

正
面
通　

　あ

け

ず

不
明
門　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　に
じ
ゅ
う
に
ん
こ
う
ち
ょ
う

廿
人
講
町　
9©

仁
丹
の
町
名
看
板
9©
の
上
に
は
、
別
の
町
名
看
板
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す

の
で
、
同
じ
画
面
に
入
る
よ
う
に
、
も
う
一
枚
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
二
つ

の
町
名
看
板
を
比
べ
る
と
、「
下
京
区
」
の
表
示
が
、
左
右
逆
に
な
っ
て
い

て
、
時
代
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
基
準
の
十
字
路
の
表
示
が
、
町
名
看

板
9©
で
は
、「
正
面
通

•　不
•　明
•　門
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
看

板
で
は
、「
正
面
通

•　烏
•　丸
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
設
置
の
時
代
背
景
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。

こ
の
町
名
看
板
9©
は
、
設
置
時
点
が
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
と
の

ほ
か
重
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、
京
都
市
電
烏
丸
線
（
烏
丸
塩
小
路
〜
烏
丸

丸
太
町
）
の
開
通
は
、
明
治
四
十
五
年
〔
一
九
一
二
年
〕。
東
本
願
寺
を
避

け
る
た
め
に
、
線
路
が
東
側
に
凸
型
に
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
廿
人

講
町
の
不
明
門
通
以
西
の
民
家
が
取
り
払
わ
れ
、
烏
丸
通
が
不
明
門
通
を
吸

収
す
る
形
で
拡
張
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
跡
は
、
市
電
が
一
九
七
四
年
に

廃
止
さ
れ
た
あ
と
、
現
在
で
も
残
っ
て
い
ま
す
（
上
珠
数
屋
町
通
〜
下
珠
数

屋
町
通
の
間
の
烏
丸
通
）。

町
名
看
板
9©
が
設
置
当
時
の
道
路
状
況
を
忠
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

仮
定
す
れ
ば
、
不
明
門
通
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
と
き
（
す
な
わ
ち
、
一
九

一
二
年
以
前
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
森
下
仁
丹
の
記
録

に
よ
れ
ば
、
町
名
看
板
を
掲
げ
始
め
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
〔
一
九
一
〇

年
〕
の
こ
と
で
、
大
阪
、
東
京
、
京
都
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
か
ら
設
置

を
始
め
た
と
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
上
の
仮
定
の
も
と
に
、
町
名
看
板

9©
は
、
明
治
四
十
三
年
〜
四
十
五
年
〔
一
九
一
〇
年
〜
一
九
一
二
年
〕
に
設

置
さ
れ
た
と
特
定
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
烏
丸
通
の
拡
幅
後
も
、
不
明
門

通
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
い
と
い
う
つ
も
り
で
、
町
名
看
板
9©
を
設

置
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
で
す
。
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■

東
本
願
寺
（
真
宗
本
廟
）

こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
東
本
願
寺
（
真
宗
本
廟
）
を
取
り
上
げ
な
い
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
。
真
宗
大
谷
派
の
本
山
。「
東
本
願
寺
」
は
通
称
で
、
現
在
の

正
式
名
は
、
真
宗
本
廟
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
分
派
し
た
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派

（
東
京
別
院
東
京
本
願
寺
を
東
本
願
寺
と
呼
ん
で
い
る
）
と
区
別
す
る
た
め
。

真
宗
の
寺
院
は
、
多
く
は
、
　ご
え
い
ど
う

御
影
堂　
と
阿
弥
陀
堂
が
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

御
影
堂
は
、
御
真
影
（
木
造
の
教
祖
親
鸞
上
人
像
）
を
安
置
す
る
お
堂
。
高

さ
は
、
二
一
間
（
三
八
メ
ー
ト
ル
）、
幅
四
二
間
（
七
六
メ
ー
ト
ル
）
で
、

世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
。
現
在
、
巨
大
な
覆
い
屋
の
中
で
改
修
工
事
中
で

す
。
阿
弥
陀
堂
は
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
す
る
お
堂
。
高
さ
は
、
十
六

間
（
二
九
メ
ー
ト
ル
）、
幅
二
九
間
（
五
二
メ
ー
ト
ル
）。
お
参
り
と
い
う
形

で
、
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
信
仰
の
場
所
で
す
か
ら
、

お
静
か
に
。

東
本
願
寺
の
歴
史
は
、
火
災
の
歴
史
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
、
江
戸

時
代
に
五
度
の
火
災
（
寛
延
二
年
〔
一
七
四
九
年
〕、
天
明
八
年
〔
一
七
八

八
年
〕、
文
政
六
年
〔
一
八
二
三
年
〕、
安
政
五
年
〔
一
八
五
八
年
〕、
元
治

元
年
〔
一
八
六
四
年
〕）
で
焼
失
。
そ
の
都
度
建
て
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
建
物
は
、
明
治
二
八
年
〔
一
八
九
五
年
〕
再
建
。

■

下
京
旅
館
街

正
面
通
の
一
筋
南
は
、
　し
も
じ
ゅ
ず
や
ま
ち
ど
お
り

下
珠
数
屋
町
通　
で
す
。
枳
穀
邸
の
南
門
（
多
分
、

こ
ち
ら
が
正
門
）
が
開
い
た
部
分
は
、
　し
も
き
こ
く
の

下
枳
穀　
　ば
ん
ば
ど
お
り

馬
場
通　
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
枳
穀
邸
自
体
の
所
在
地
表
示
（
下
珠
数
屋
町
通
間
之
町
東
入

ル
東
玉
水
町
）
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
も
下
珠
数
屋
町
通
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

下
珠
数
屋
町
通
と
東
洞
院
通
が
交
叉
す
る
十
字
路
の
西
南
か
ど
に
、
町
名

看
板
「
下
珠
數
屋
町
通
東
洞
院
東
入
橘
町
」
10©
と
「
東
洞
院
通
下
珠
數
屋

町
下
ル
橘
町
」
11©
が
直
角
に
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
十
字
路
の
ほ
ん
の
す
こ
し
北
、
西
側
の
壁
に
「
東
洞
院
通
下
珠
數
屋

町
上
ル
橘
町
」
12©
が
あ
り
ま
す
。
三
枚
と
も
町
名
は
、「
橘
町
」。
さ
ら
に
一

枚
、
こ
の
十
字
路
の
南
、
東
側
の
壁
に
「
東
洞
院
通
下
珠
數
屋
町
下
ル
飴
屋

町
」
13©
が
あ
り
ま
す
。
東
洞
院
通
を
挟
ん
で
、
西
が
橘
町
、
東
が
飴
屋
町
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
だ
け
を
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
、
東
西
の
下
珠
數
屋

町
通
の
両
側
町
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
南
に

ゆ
く
と
、
飴
屋
町
は
、
東
洞
院
通
を
挟
ん
で
東
西
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
、
京
都
の
町
名
は
や
や
こ
し
い
。

い
い
わ
す
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
じ
ゅ
ず
」
は
通
常
「
数
珠
」
と
書
き
ま
す

が
、
京
都
の
地
名
で
は
、「
珠
数
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
字
面
を
み
れ
ば
、

「
　じ
ゅ
ず

珠
数　
」
の
ほ
う
が
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
も
っ
と

も
、
古
文
で
は
「
ず
ず
」
と
読
む
こ
と
も
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

「
数
珠
」
で
も
「
珠
数
」
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
仏
具
商
の

町
を
歩
き
ま
わ
っ
た
感
じ
で
は
、
店
の
名
前
に
入
れ
る
と
き
は
、「
・・・
念

珠
店
」
と
い
う
具
合
に
「
　ね
ん
じ
ゅ

念
珠　
」
と
い
う
こ
と
が
多
い
。「
店
」
を
つ
け
る

と
き
は
、「
念
珠
店
」
で
す
が
、「
屋
」
を
つ
け
る
と
き
は
「
数
珠
屋
」（
ま

た
は
、
珠
数
屋
）
で
す
ね
。
な
お
、「
京
念
珠
」「
京
数
珠
」
の
ど
ち
ら
も
、

京
都
ブ
ラ
ン
ド
（
地
域
団
体
商
標
）
と
し
て
登
録
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
に
は
、
仏
具
商
の
ほ
か
に
、
旅
館
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

多
く
は
、
参
拝
の
た
め
の
門
前
宿
か
ら
発
展
し
た
も
の
。
も
と
も
と
は
、
東
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　し
も
じ
ゅ
ず
や
ま
ち
ど
お
り

下
珠
數
屋
町
通　

　
ひ
が
し
の
と
う
い
ん

東
洞
院　

　に
し
い
る

西
入　

　た
ち
ば
な
ち
ょ
う

橘
町　
10©

　ひ
が
し
の
と
う
い
ん
ど
お
り

東
洞
院
通　

　し
も
じ
ゅ
ず
や
ま
ち

下
珠
數
屋
町　
　さ
が下　
ル

　た
ち
ば
な
ち
ょ
う

橘
町　
11©

二
枚
の
看
板
10©
11©
の
出
現
状
況

　ひ
が
し
の
と
う
い
ん
ど
お
り

東
洞
院
通　

　し
も
じ
ゅ
ず
や
ま
ち

下
珠
數
屋
町　
　あ
が上　
ル

　た
ち
ば
な
ち
ょ
う

橘
町　
12©

　ひ
が
し
の
と
う
い
ん
ど
お
り

東
洞
院
通　

　し
も
じ
ゅ
ず
や
ま
ち

下
珠
數
屋
町　
　さ
が下　
ル

　あ
め
や
ち
ょ
う

飴
屋
町　
13©

本
願
寺
の
再
建
時
に
奉
仕
の
た
め
に
上
洛
し
た
信
者
が
地
域
別
に
宿
泊
し
た

の
で
、
　つ
め
し
ょ

詰
所　
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
詰
所
の
名
前
で
営
業

し
て
い
る
の
は
、
　と
な
み

砺
波　
詰
所
（
不
明
門
通
花
屋
町
下
ル
高
槻
町
）、
　い

か

伊
香　
詰

所
（
不
明
門
通
七
条
上
ル
粉
川
町
）
な
ど
数
軒
。
詰
所
の
名
前
が
残
っ
て
い

る
旅
館
の
例
と
し
て
、
伊
香
詰
所
の
写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
ち
な
み

に
、
町
名
看
板
10©
と
11©
が
貼
っ
て
あ
る
町
家
は
、
下
京
旅
館
組
合
の
事
務

所
で
し
た
。

■

年
金
シ
ス
テ
ム
と
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再
生

下
珠
数
屋
町
通
を
東
へ
歩
く
と
、
枳
穀
邸
の
南
側
に
で
ま
す
。
枳
穀
邸
の

西
南
の
一
角
は
、
下
京
社
会
保
険
事
務
所
（
間
之
町
通
下
珠
数
屋
町
上
ル
榎
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　い

か

伊
香　
詰
所

木
町
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
の
申
請
の
と
き
に
は
、
何
回
か
通
い
ま

し
た
。

こ
こ
に
辿
り
つ
い
た
つ
い
で
に
感
想
。「
年
金
問
題
」
で
風
当
た
り
が
強
い

昨
今
で
す
が
、
継
続
的
な
保
守
管
理
に
弱
い
（
人
と
金
を
か
け
な
い
）
と
い

う
、
日
本
の
風
土
の
悪
い
面
が
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
件
に
か
ぎ
ら
ず
、
公
文
書
の
保
守
管
理
に
価
値
を
　み
い
だ

見
出　
さ
な
い
風
潮
は
、

公
立
の
文
書
館
が
少
な
い
こ
と
な
ど
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
万

国
博
覧
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
打
ち
上
げ
花
火
の
よ

う
に
単
発
的
に
開
催
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

下
京
社
会
保
険
事
務
所
の
下
珠
数
屋
町
通
を
挟
ん
で
南
向
か
い
は
、
元
の

　か
い
ざ
ん

皆
山　
中
学
校
で
す
。
現
在
は
下
京
中
学
校
に
統
合
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
が

(

第
6
回
参
照)

、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
跡
地
に
新
し
い
下
京
渉
成
小

学
校
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
シ
ス
テ
ム
と
教
育
シ
ス
テ
ム
が
揺
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
百
年

余
り
の
間
に
先
人
築
い
て
き
た
社
会
基
盤
が
、
も
は
や
う
ま
く
ゆ
か
な
く

な
っ
て
い
る
兆
候
で
す
。
再
生
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
？

■

正

面

橋

河
原
町
通
の
最
初
の
場
所
に
戻
っ
て
、
今
度
は
河
原
町
通
の
東
側
を
め
ぐ

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
枳
穀
邸
の
北
塀
に
沿
っ
た
上
枳
穀
馬
場
通
と
河
原

町
通
と
の
十
字
路
、
そ
の
十
字
路
の
東
北
の
か
ど
に
、
町
名
看
板
「
河
原
町

通
上
枳
穀
馬
場
上
若
宮
町
」
14©
が
あ
り
ま
す
。
も
う
少
し
で
落
ち
そ
う
な

風
情
。　か

わ
ら
ま
ち
ど
お
り

河
原
町
通　

　か
み
き
こ
く
の
ば
ん
ば

上
枳
穀
馬
場　
　あ
が上　
ル

　わ
か
み
や
ち
ょ
う

若
宮
町　
14©

河
原
町
通
を
南
下
し
て
、
正
面
通
を
東
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
児
童
公
園
を

す
ぎ
る
と
、
高
瀬
川
に
架
る
正
面
橋
に
で
ま
す
。
高
瀬
川
は
桜
並
木
。
正
面

橋
付
近
も
、
春
は
見
事
。

か
っ
て
の
高
瀬
川
水
運
の
「
米
浜
」
は
こ
の
あ
た
り
。「
米
浜
」
の
名
前
が
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仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
正
面
橋
界
隈
）

残
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
か
と
古
い
地
図
を
み
る
と
、
こ
の
あ
た
り
に
、
七

条
•　米
•　浜
郵
便
局
が
あ
る
は
ず
。
う
ろ
う
ろ
探
し
て
い
る
と
、
あ
り
ま
し
た
。

高
瀬
川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
、
七
条
米
浜
郵
便
局
（
三
ノ
宮
町
通
正
面
下
ル

上
三
之
宮
町
）。
あ
と
で
、
調
べ
て
み
る
と
、
平
成
十
二
年
に
、
正
面
通
西

木
屋
町
西
入
ル
八
王
子
町
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
て
お
り
、
古
い
地

図
の
記
載
は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
ノ
宮
町
正
面
の
十
字
路
の
東
北
の
か
ど
に
、
京
都
の
古
い
町
医
の
お
宅

に
設
け
ら
れ
た
「
眼
科
外
科
医
療
器
具
歴
史
博
物
館
」（
正
面
通
木
屋
町
東

高
瀬
川
正
面
橋

鴨
川
正
面
橋
（
比
叡
山
を
望
む
）

入
ル
鍵
屋
町
）
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
三
年
よ
り
、
奥
沢
眼
科
・
竹
井
外
科

に
伝
え
ら
れ
た
江
戸
時
代
か
ら
の
医
家
道
具
や
寄
贈
を
う
け
た
多
く
の
医
療

機
器
を
展
示
し
て
い
ま
す
（
予
約
が
必
要
）。

正
面
通
の
同
じ
な
ら
び
に
、
洋
館
風
の
重
厚
な
玄
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
山
内
任
天
堂
。「ト

ラ
ン
プ
・
た
る
か

」
の
表
札
が
面
白
い
。
洋
は
左

か
ら
和
は
右
か
ら
。
も
と
も
と
は
、
花
札
・
ト
ラ
ン
プ
・
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
パ
イ

麻
雀
牌　
・
百
人

一
首
の
製
造
販
売
元
で
、
い
ま
は
、
任
天
堂N

intendo

ブ
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー

ム
機
は
、
世
界
を
股
に
か
け
て
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
。
鳥
羽
街
道
を
経

て
現
在
の
南
区
に
本
拠
を
移
し
た
あ
と
も
、
創
業
地
の
社
屋
が
残
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
関
連
会
社
が
入
っ
て
い
る
ら
し
い
。

任
天
堂
の
　と
い
め
ん

対
面　
に
（
麻
雀
牌
に
敬
意
を
は
ら
っ
て
）、
町
名
看
板
「
二
ノ
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山
内
任
天
堂
の
旧
社
屋

宮
通
正
面
上
ル
鍵
屋
町
」
15©
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
看
板
か
ら
、
東
は
す
ぐ
鴨
川
。
正
面
橋
が
架
っ
て
い
ま
す
。
正
面
橋

で
、
比
叡
山
を
遠
望
し
た
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
こ
の
正
面
橋
は
、
鴨
川
を

斜
め
に
横
断
し
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
が
作
っ
た
方
広
寺
大
仏
殿
の
正
面
を

基
点
と
す
る
通
り
だ
か
ら
正
面
通
。

高
瀬
川
に
架
る
正
面
橋
か
ら
、
木
屋
町
通
を
南
へ
、
松
井
天
狗
堂
（
木
屋

町
通
正
面
下
ル
十
禅
師
町
）
が
あ
り
ま
す
。
手
摺
り
の
花
か
る
た
（
花
札
）・

百
人
一
首
を
製
造
販
売
。
手
摺
り
の
工
程
か
ら
手
仕
事
で
製
造
し
て
い
る
の

は
、
日
本
で
こ
こ
だ
け
。

　に
の
み
や
ど
お
り

二
ノ
宮
通　

　
し
ょ
う
め
ん

正
面　

　あ
が上　
ル

（
　か
ぎ
や
ち
ょ
う

鍵
屋
町　
）
15©

■

六
条
河
原
・
七
条
河
原
・
八
条
河
原

六
条
河
原
か
ら
下
流
の
鴨
川
河
原
は
、
古
く
は
、
刑
場
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。『
平
家
物
語
』
長
門
本
（
国
書
刊
行
会
、
日
本
文
学
電
子
図
書

舘J-T
E

X
T

S,http://w
w

w
.j-texts.com

/

）
巻
第
十
六
で
は
、
次
に
示

す
よ
う
に
、
六
条
河
原
で
木
曾
義
仲
の
首
が
、
義
経
か
ら
検
非
違
使
に
渡
さ

れ
た
あ
と
、
晒
し
首
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

廿
六
日
、
伊
予
守
義
仲
が
首
渡
さ
る
。
法
皇
御
車
を
六
条
東
洞

院
に
立
て
御
覧
ぜ
ら
る
。
九
郎
義
経
六
条
河
原
に
て
検
非
違
使
の

手
へ
渡
す
。
検
非
違
使
是
を
請
取
て
、
東
洞
院
大
路
を
渡
し
て

左
の
獄
門
の
前
の
椋
の
木
に
か
く
。
首
四
あ
り
。
伊
予
守
義
仲
、

郎
等
に
は
高
梨
六
郎
忠
直
、
根
井
小
弥
太
幸
親
、
今
井
四
郎
兼
平

也
。
樋
口
次
郎
兼
光
は
降
人
也
。

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
幕
府
の
公
式
記
録
『
吾
妻
鏡
』
第
三
〔『
全
訳
吾
妻
鏡
』

第
一
巻
、
貴
志
間
正
造
訳
註
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
六
〕、
寿
永
三
年

〔
一
一
八
四
年
〕
正
月
廿
六
日
の
条
で
は
、
場
所
は
七
条
河
原
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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丙
辰
、
晴
。
今
朝
、
検
非
違
使
等
七
條
河
原
に
お
い
て
、
伊
豫

守
義
仲
な
ら
び
に
　高

梨
　
　

忠
直　
、
　今

井
　
　

兼
平　
、
　根

井
　
　

行
親　
等
が
首
を
　う請　
け
取
り
、
獄

門
の
前
の
樹
に
懸
く
。
ま
た
囚
人
　樋

口
　
　

兼
光　
、
同
じ
く
こ
れ
を
相
具
し

て
渡
さ
れ
を
は
ん
ぬ
。
　
じ
や
う
け
い

上
卿　
は
　實

家

　

　

　

藤
中
納
言　
、
　し
き
じ

識
事　
は
頭
辨
　葉

室
　
　

光
雅　
朝

臣
と
云
々
。

多
分
、
こ
こ
ま
で
が
六
条
河
原
で
こ
こ
か
ら
は
七
条
河
原
と
い
う
よ
う
な
厳

密
な
境
界
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

八
条
河
原
と
い
う
の
も
出
て
き
ま
す
。
一
の
谷
の
合
戦
で
、
源
氏
が
大
勝

し
た
あ
と
の
平
家
の
処
分
。『
吾
妻
鏡
』
第
三
、
寿
永
三
年
〔
一
一
八
四
年
〕

二
月
十
三
日
の
条
に
、

平
氏
の
首
、
源
九
郎
の
六
條
室
町
の
亭
に
　あ
つ聚　
む
。
い
は
ゆ
る
通

盛
卿
・
忠
度
・
經
正
・
教
經
・
敦
盛
・
師
盛
・
知
章
・
經
俊
・

業
盛
・
盛
俊
等
の
首
な
り
。
し
か
る
後
に
皆
八
條
河
原
に
持
ち

向
ふ
。
大
夫
判
官
　源

　
　
　

仲
頼　
以
下
こ
れ
を
　う請　
け
取
り
、
お
の
お
の
長
鎗

刀
に
付
け
、
ま
た
　あ
か
ふ
だ

赤
簡　
（
平
某
の
由
、
お
の
お
の
こ
れ
を
注
し
付

く
。）
を
付
け
て
、
獄
門
に
向
ひ
て
の
樹
に
懸
く
。
　み観　
る
者
　い
ち市　
を

成
す
と
云
々
。

源
九
郎
は
源
義
経
の
こ
と
。

さ
ら
に
は
、
壇
の
浦
の
合
戦
の
あ
と
、
平
宗
盛
父
子
の
首
を
六
条
河
原
に

さ
ら
す
と
い
う
記
事
も
出
て
き
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
第
三
、
元
暦
二
年
〔
一

一
八
五
年
〕
六
月
廿
三
日
の
条
に
、

甲
戌
、
前
　宗

盛
　
　
　

内
大
臣　
な
ら
び
に
右
衛
門
督
　平

　
　
　

清
宗　
等
の
首
、
源
　義

經
　
　

廷
尉　

の
家
人
等
、
六
條
河
原
に
持
ち
向
ふ
。
検
非
違
使
大
夫
尉
　平

　
　
　

知
康　
・

六
位
尉
　中

原
　
　

章
貞　
・
　藤

原
　
　

信
盛　
・
　大

江
　
　

公
朝　
・
志
　中

原
　
　

明
基　
・
府
生
　大

江
　
　

經
廣　
・
　紀

　
　
　

兼
康　
等
、

そ
の
所
に
　の
ぞ莅　
み
て
こ
れ
を
　う請　
け
取
り
、
獄
門
の
前
の
樹
に
懸
く
。

（
後
略
）

義
経
と
頼
朝
の
不
仲
が
　こ
う昂　
じ
て
、
土
佐
坊
昌
俊
が
、
義
経
を
討
つ
た
め
に

京
都
に
遣
わ
さ
れ
ま
す
（
第
11
回
）。「
堀
川
夜
討
」
に
失
敗
し
た
土
佐
坊

昌
俊
も
、
六
条
河
原
で
首
を
は
ね
ら
れ
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
第
五
、
文
治
元

年
〔
一
一
八
五
年
〕
十
月
廿
六
日
の
条
に
、

乙
亥
、
土
佐
房
昌
俊
な
ら
び
に
伴
黨
三
人
、
鞍
馬
の
山
奥
よ

り
、
　義

經
　
　

豫
州　
の
家
人
等
こ
れ
を
求
め
獲
て
、
今
日
六
條
河
原
に
お
い

て
梟
首
す
と
云
々
。

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、『
吾
妻
鏡
』
第
六
、
文
治
二
年
〔
一
一
八
六
年
〕
二
月
一
日
の

条
に
、

今
日
、
　時

政
　
　
　

北
條
殿　
、
六
條
河
原
に
お
い
て
、
群
黨
十
八
人
の
首

を
　は刎　
ぬ
。
お
よ
そ
か
く
の
ご
と
き
の
犯
人
は
使
廰
に
渡
す
べ
か
ら

ず
。
　じ
き直　
に
　ふ
ん
け
い

刎
刑　
に
處
す
べ
き
の
由
と
云
々
。

す
で
に
源
義
経
は
敗
れ
て
、
京
都
か
ら
逃
亡
し
て
い
ま
す
。
北
条
時
政
が
京

都
に
来
て
采
配
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
記
事
か
ら
、
治
安
が
乱
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
　じ
き直　
に
　ふ
ん
け
い

刎
刑　
に
處
す
べ
き
の
由
」
と
い
う
強
い

表
現
は
、
こ
の
処
刑
が
見
せ
し
め
の
処
刑
で
、
治
安
の
乱
れ
の
原
因
が
鎌
倉

方
の
武
士
に
よ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
し
ょ
う
。

時
代
は
下
っ
て
南
北
朝
、
楠
木
正
成
の
挙
兵
。
元
弘
元
年
〔
一
三
三
一

年
〕
に
笠
置
城
が
落
城
し
て
、
捕
ら
え
ら
れ
た
者
が
死
罪
に
な
っ
た
の
も
六
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条
河
原
。『
太
平
記
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
流
布
版
本
、
翻
刻
）
巻
第
四
の

「
笠
　ノ置　
囚
人
死
罪
流
　ノ刑　
事
。
　ス付
二　
藤
房
　ノ卿　
　ヲ事
一　
」
の
と
こ
ろ
をJ-T

E
X

T
S

（
日

本
文
学
電
子
図
書
舘http://w

w
w

.j-texts.com
/

）
か
ら
引
用
し
ま
し
ょ

う
。
訓
点
読
み
が
な
は
、
わ
た
し
が
仮
に
つ
け
た
も
の
。
ま
ち
が
っ
て
い
た

ら
、
ご
容
赦
の
ほ
ど
。

笠
置
城
　れ
シ被

二　
　攻
ー　　
　サ落
一　
　と
き

、
刻　

　ら
レ被

二　
　シ召
ー　　
　と捕
一　
　た
ま
ひ
給　
し
人
々
の
事
、
去
年

は
歳
末
の
計
会
に
　よ
り依　
て
、
　し
ば
ら
暫　
く
　れ被
レ　
　か
く
サ
閣　
ぬ
。
　あ
ら
た
ま

新
玉　
の
年
立
回
れ

ば
、
公
家
の
朝
拝
武
家
の
沙
汰
始
り
て
後
、
　と
う
し

東
使　
工
藤
次
郎
左
衛

門
尉
・
二
階
堂
信
濃
入
道
行
珍
二
人
上
洛
し
て
、
　べ
キ可

レ　
　フ行
二　
　死
ー　　
　ヲ罪
一　

人
々
、
　べ
キ可

レ　
　し
よ
ス
処
二　
　流
ー　　
　ニ刑
一　
国
々
、
関
東
評
定
の
　
お
も
む
き
趣　
、
六
波
羅
に
し
て

　ら
ル被

レ　
　メ

。
定　

山
門
・
南
都
の
諸
門
跡
、
月
卿
・
雲
客
・
諸
衛
の
司
等

に
　
い
た
る
ま
で

至
迄　
、
　よ
リ依

二　
　ノ罪　
　軽
ー　　
　ニ

、
重
一　

禁
獄
流
罪
に
処
す
れ
　ど
も共　
、
足
助
次
郎

重
範
を
ば
六
条
河
原
に
引
出
し
、
首
を
　べ
シ可

レ　
　は
ヌ刎　
と
　ら
ル被

レ　
　メ

。
定　

正
面
橋
を
渡
っ
た
対
岸
に
な
り
ま
す
が
、
元
和
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
碑
が

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
初
期
。
元
和
五
年
〔
一
六
一
二
年
〕、

二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
命
に
よ
り
、
六
条
河
原
で
、
五
二
人
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
、
殉
教
し
ま
し
た
。

勝
者
が
敗
者
を
断
罪
す
る
の
は
、
時
代
の
変
わ
り
目
の
常
。
一
く
く
り
に

罪
人
と
い
っ
て
も
、
時
代
が
変
わ
っ
た
た
め
の
犠
牲
者
で
す
。

■

高
瀬
川
水
運—

内
浜

枳
穀
邸
の
南
塀
に
沿
っ
た
通
り
の
延
長
上
に
、「
河
原
町
通
下
枳
穀
馬
場

東
入
（
納
屋
町
）」
16©
が
あ
り
ま
す
。
雨
樋
の
陰
に
半
分
隠
れ
て
い
て
わ
か

り
に
く
い
う
え
に
、
町
名
の
部
分
に
錆
が
き
て
、
判
読
が
む
ず
か
し
い
。
目

を
凝
ら
す
と
、「
納
」
の
　
つ
く
り
旁　
の
「
内
」
が
見
え
ま
す
の
で
、
町
名
の
「
納
屋

町
」
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　し
も
き
こ
く
の
ば
ん
ば
ど
お
り

下
枳
穀
馬
場
通　

　か
わ
ら
ま
ち

河
原
町　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

（
　な
や
ち
ょ
う

納
屋
町　
）
16©

河
原
町
通
は
、
枳
穀
邸
の
東
塀
に
沿
う
よ
う
に
南
北
に
走
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
東
側
の
高
瀬
川
も
同
様
で
す
。
こ
れ
は
、
枳
穀
邸
を
建
造
す
る
と
き
に

流
路
を
変
更
し
た
た
め
。
枳
穀
邸
の
建
造
当
時
に
は
、
御
土
居
が
枳
穀
邸
の

敷
地
（
印
月
池
）
を
斜
め
に
横
切
っ
て
お
り
、
高
瀬
川
も
御
土
居
に
沿
っ
て

流
れ
て
い
ま
し
た
。
御
土
居
と
高
瀬
川
を
東
へ
追
い
や
っ
て
、
枳
穀
邸
の
敷

地
を
確
保
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
壊
さ
れ
た
御
土
居
の
一
部
は
、
枳
穀
邸

庭
内
の
　つ
き
や
ま

築
山　
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

枳
穀
邸
の
南
、
七
条
通
の
北
側
に
沿
っ
て
、
江
戸
か
ら
明
治
を
通
じ
て
、

東
西
に
細
長
く
「
　う
ち
は
ま

内
浜　
」
と
呼
ば
れ
る
舟
入
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
内
浜
と

呼
ぶ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
が
、
御
土
居
（
枳
穀
邸
建
設
に
よ
る
移
設
後
）
の

内
側
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ほ
か
に
船
廻
場
と
し
て
、
　よ
ね
は
ま

米
浜　
、
　と
み
は
ま

富
浜　
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
御
土
居
の
外
側
で
す
。
内
浜
は
、
高
瀬
川
の
水

運
が
盛
ん
な
こ
ろ
に
は
、
船
溜
場
や
貯
木
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
埋
め
た
て
ら
れ
て
跡
か
た
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、
内
浜
が
い
つ
ご
ろ
埋
め
立
て
ら
れ
た
か
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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七
条
間
之
町
か
ら
間
之
町
通
を
北
上
し
て
い
た
木
屋
町
線
が
、
明
治
三
四
年

〔
一
九
〇
一
年
〕
に
、
七
条
内
浜
（
現
在
の
七
条
河
原
町
）
経
由
と
な
り
ま

し
た
。
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
年
〕
の
二
万
分
の
一
地
形
図
（
京
都
南

部
）(http://kinseijin.dyndns.org/m

ap/odoi/odoi-shiokoji.htm
l)

で
は
、
内
浜
に
橋
が
架
っ
て
お
り
、
こ
の
橋
を
線
路
が
通
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、
内
浜
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一

方
、
市
電
七
条
線
の
七
条
河
原
町
〜
東
山
七
条
の
開
通
は
、
大
正
二
年
〔
一

九
一
三
年
〕
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
大
正
元
年
〔
一
九
一
二
年
〕
ご
ろ
、
市

電
を
通
す
た
め
に
七
条
通
の
拡
幅
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
際
に
内
浜
が
埋
め

立
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
十
年
余
り
の
ち
の
大
正
十
一
年
〔
一
九
二
二
年
〕

の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
（
京
都
東
南
部
）
で
は
、
す
で
に
内
浜
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

内
浜
の
名
残
は
、
現
地
の
町
割
の
中
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。
七
条

土
手
町
の
十
字
路
東
北
に
、
細
い
鉤
形
の
路
地
に
囲
ま
れ
た
一
画
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
が
、
内
浜
の
東
端
に
相
当
す
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
推
定
は
、
上
述
の
枳
殻
邸
水
路
図
や
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
年
〕

の
二
万
分
の
一
地
形
図
（
京
都
南
部
）
で
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
図
に
よ
る
と
、
土
手
町
通
は
内
浜
に
突
き
当
た
っ
て
、
七
条
通
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
内
浜
を
埋
め
立
て
た
と
き
に
土
手
町
通
を
七
条
通
ま

で
延
ば
し
た
結
果
、
こ
の
鉤
形
の
通
路
（
内
浜
の
東
北
端
に
沿
っ
た
通
路
）

が
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
鉤
形
の
部
分
と
西
木
屋
町
通
（
高
瀬

川
）
の
間
に
、
御
土
居
（
枳
穀
邸
建
設
に
よ
る
移
設
後
）
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
跡
か
た
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
塩
小
路
通
河
原
町
西
入
ル
に
高
瀬
川
の
流
路
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
す
こ
し
北
側
。
東
に
曲
が
っ
た
流
路
と
は
別
に
、
西
側
に
入
る
道
が
あ
り
、

北
上
す
る
と
七
条
通
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
が
、
内
浜
に
通
ず
る
流
路

の
あ
と
で
す
。
内
浜
の
付
近
に
は
、
材
木
町
や
納
屋
町
な
ど
の
町
名
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
名
残
で
す
。
と
く
に
材
木
町
が
や
け
に
広
い
の
は
、
内

浜
の
全
域
を
覆
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
13
回
）2008/07/13

c©
2007,

2008
藤
田
眞
作http://xym

tex.com


